ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会

第1回　全体委員会　議事録

■日時　平成19年8月3日（金）13:00-17:00

■場所　日本コンクリート工学協会12階　第3会議室

■出席者（敬称略）

鈴木（委員長），谷村（幹事），井上（重），井上（範），岩渕，倉本，河本，小林，斉藤，真田，進藤，曽我部，長江，文，松橋，渡邊，向井（記録）

· 提出資料

1-1 研究委員会・研究課題申込書（鈴木）

1-2 JCI研究委員会資料（鈴木）

1-3 WG（案）（鈴木）

1-4 シンポジウムの報告書（案）（鈴木）

1-5 軽微被害と復旧性を考慮した耐震設計手法の一例：Soft-Story（免震層）構造の利用（鈴木）

1-6 層降伏する鉄筋コンクリート造ピロティ建物の耐震性能（長江）

1-7 ラーメン高架橋のスパンの長大化の研究（進藤）

1-8 ブレース補強による鉄道高架橋の列車走行性に関する研究（吉田）

1-9 圧縮型鋼製ダンパー・ブレースによるRCラーメン高架橋の補強効果に関する振動台実験及び解析（吉田）

1-10 ソフトストーリーを活用して建物応答を制御する設計法（井上（範））

1-11 不整形鉄道ラーメン高架橋の3次元動的解析（渡邊）

1-12 実態調査に基づく既設構造物のコンクリート強度分布に関する考察（松橋）

1-13 耐震壁を有する鉄筋コンクリート造ピロティ建物の動的実験（真田）

1-14 山形鋼により柱頭・柱脚を拘束した角形鋼板巻立RC柱の実験（井上（重））

1-15 北京工業大学の構造実験室の実験設備（文）

■議事内容

○各委員の自己紹介がなされた。

○鈴木委員長より資料1-1～1-4を用いて，本研究委員会の趣旨や活動内容の案などが示された。概要は以下の通り。

1 本研究委員会は資料1-1にある過去4つの研究委員会の延長として位置づけられる

2 現時点で以下の3つのWG構成を考えているが，当面は各委員のこれまでの研究活動を発表していただき，その結果をみてWG構成を再考する。

WG1：現状のソフトストーリー構造の耐震性能に関する規定や研究の取り纏め

WG2：安全性の低いソフトストーリー構造物に対する耐震対策に関する研究の取り纏め

WG3：安全性能以外の性能（機能性，修復性など）とソフトストーリー構造との関係に関する取り纏め

3 本研究委員会の活動期間は2年間（実質1年半）であり，シンポジウムの際には論文募集も併せて行う予定である

○鈴木委員長より資料1-5を用いて，ソフトストーリー建物に関する背景，構造特性，原理，位置づけ，対策のための工法などについて説明があり，今後の検討内容が以下のように示された。

・既存建物は補修，補強に関する研究が必要，新築は大地震に対して軽微もしくは無被害となる構造（高復元力特性を有する構造）が必要となる。

・ソフトストーリー構造は1自由度で評価可能。

・ソフトストーリー構造の設計用の地震入力としては，過大入力を想定する必要がある。

・減衰を付与するダンパーを有効利用する必要がある。

・緩やかな耐力低下を有する構造を許容する。

・ソフトストーリー構造を通して新たな工法を考える機会としたい。

上記に対して以下の意見があった。

・ソフトストーリー構造は損傷する箇所を限定できる点において有効な構造である。層降伏を許容する場合は，現行の設計用地震動で崩壊することは許容されないため，許容される損傷レベルは軽微程度である。（倉本委員）

・通常の耐震構造に比べ，免震構造は周期を延ばし減衰を付加することで応答を数分の1程度に，制震構造は減衰を付加することで3割減（0.7倍）程度にできる構造である。ソフトストーリー構造でも同様に，どれだけ周期を延ばして入力を小さくできるか，また減衰をどれだけ付与できるかが重要となるだろう。それらが可能となれば免震，制震に続き第3の構造として有効になる。（井上範委員）

・粘性系は速度に依存するため，変形に依存する制震構造より有利な点もある。（井上範委員）

・崩壊層での減衰を大きく付与しすぎると，損傷集中層が変化する問題があり，適切なダンパー量の配置が重要となる。（倉本委員）

○文委員より資料1-15を用いて，北京工業大学が保有する実験施設の紹介があった。

・北京工業大学の実験装置は，3つの振動台と4000ton試験機がある。アレー式振動台は元々保有していた振動台上にさらに台を設けて振動台を有効に使用するシステムである。

・この設備を将来，使用することを念頭に置いておくことも可能である。（鈴木委員長）

○長江委員より資料1-6の概要の説明があり，以下のやりとりがあった。

・本研究はピロティ構造の耐震性能評価に関する研究である。入力地震動は最大加速度で規定している。柱部材の損傷評価も行っている。一貫して確率を用いた評価を行っている。

上記に対して以下の討議があった。

· 入力波はどのように決定しているのか？（鈴木委員長）

→マグニチュードと震源サイト間距離を用いて決定しており，内陸型の入力波を採用している。（長江委員）

· 検討用の入力地震動の地動加速度を段階的に上げてパラメトリックに検討しているが，その意味は何か？（倉本委員）

→今回はフレーム構造とピロティ構造の動特性の違いを見るために，簡易に加速度レベルを上げている。またハザードカーブで評価する点とも関係している。（長江委員）

→建物の強度を小さくしてパラメトリックに検討を行っているという意味かと思われる。（井上範委員）

· 入力地震動の評価であれば，地動加速度を上げるのみでは評価はできないと思われる。観測波の収集も今後必要である。（鈴木委員長）

○進藤委員より資料1-7を用いて，以下の説明があった。

・ラーメン高架橋はスパンを長大化させる必要性が出てきている。その実現のためには，杭などの基礎構造の断面も大きくしたり，配筋が密になったりという問題が生じるため，高架橋の構造体として総合的な研究が必要となる。

・台湾では土地が広くあることから，PC桁式高架橋方式を採用している。この方式では桁長さが決まっており，走行車両の共振が起こることがあり，走行の安定性に関連する問題もある。

○井上（範）委員より資料1-10の概要の説明が以下のようにあった。

・本構法の特徴は粘性ダンパーとストッパーを併用する応答制御構造であり，その構法開発のために応答解析を行った研究を実施している。ストッパーはレベル3の過大入力への対策である。ソフトストーリーの階高は大きくして層剛性を小さくし，入力を小さくするとともにソフトストーリーで集中的にエネルギー吸収させるようにしている。またソフトストーリーにおけるフレームとダンパーのエネルギー吸収の分担をどのようにするかが今後の課題と考えている。さらに実務の設計者に，実施設計の観点から本構法の検討を行ってもらえればと考えている。（井上範委員）

○渡邊委員より資料1-11の概要の説明があり，以下のやりとりがあった。

· 不整形なラーメン高架橋は2次元解析が一般的であるが，3次元によるモデル化の影響（ねじれ応答など）も大きいと考え，3次元の時刻歴応答解析を実施した。本検討においては，解析規模の違いは大きくなかった。

上記に対して以下の討議があった。

· 柱部材は3次元性が考慮されたモデルとなっているか？（真田委員）

→各方向独立のモデルとなっている。（渡邊委員）

○真田委員より資料1-13の概要の説明が以下のようにあった。

・本研究は連層壁を有するピロティ構造の振動台実験を用いて，壁の靱性能や外力分布の変化に着目して層降伏構造の特性を検討したものである。

■その他

次回日程は9月25日の17時からとなった。また資料1-8，9，12，14は次回説明をしていただくこととなった。また，本研究委員会の名称（英語タイトルも含む）についても，各委員より次回提案していただき議論することとなった。

向井（文責）

